
  
 

一

 
 

 

裁
判
員
の
参
加
す
る
刑
事
裁
判
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
修
正
案 

 

裁
判
員
の
参
加
す
る
刑
事
裁
判
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
修
正
す
る
。 

 

第
二
条
第
一
項
の
改
正
規
定
及
び
同
項
第
一
号
の
改
正
規
定
並
び
に
第
三
条
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
の
前
に
見
出
し
を
付

す
る
改
正
規
定
、
同
条
第
一
項
の
改
正
規
定
及
び
同
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

目
次
中
「
第
百
二
条
」
を
「
第
百
二
条
の
二
」
に
改
め
る
。 

 

第
四
十
八
条
第
二
号
の
改
正
規
定
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

第
五
十
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 

（
裁
判
員
等
に
対
す
る
説
明
） 

第
五
十
四
条
の
二 

裁
判
長
は
、
刑
事
訴
訟
法
第
二
百
九
十
一
条
の
手
続
に
引
き
続
き
、
裁
判
員
及
び
補
充
裁
判
員
に
対
し
、

事
実
の
認
定
は
証
拠
に
よ
る
こ
と
、
被
告
事
件
に
つ
い
て
犯
罪
の
証
明
を
す
べ
き
者
、
犯
罪
の
証
明
が
な
い
と
き
は
無
罪
の

言
渡
し
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
事
実
の
認
定
に
必
要
な
証
明
の
程
度
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
説
明
す
る
も
の
と
す

る
。 

２ 

前
項
の
説
明
は
、
公
開
の
法
廷
で
こ
れ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 



 

  
 

二

３ 

裁
判
長
は
、
第
一
項
の
説
明
に
際
し
て
、
裁
判
員
及
び
補
充
裁
判
員
に
対
し
、
同
項
に
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を

交
付
す
る
も
の
と
す
る
。 

４ 

裁
判
長
は
、
刑
事
訴
訟
法
第
二
百
九
十
三
条
の
手
続
が
終
わ
っ
た
後
、
裁
判
員
及
び
補
充
裁
判
員
に
対
し
、
第
一
項
に
定

め
る
事
項
を
説
明
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
二
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。 

 

第
六
十
七
条
第
一
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。 

た
だ
し
、
刑
の
量
定
に
お
い
て
死
刑
に
処
す
る
判
断
を
行
う
に
は
、
合
議
体
の
全
員
の
意
見
が
一
致
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

第
六
十
七
条
第
二
項
中
「
刑
」
を
「
死
刑
に
処
す
る
判
断
以
外
の
刑
」
に
改
め
る
。 

 

第
七
十
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加

え
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
は
、
裁
判
員
又
は
補
充
裁
判
員
の
職
に
あ
っ
た
者
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。 

 

本
則
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 

第
六
章
中
第
百
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 



  
 

三

（
心
理
的
負
担
の
軽
減
） 

第
百
二
条
の
二 

裁
判
所
は
、
裁
判
員
及
び
補
充
裁
判
員
並
び
に
こ
れ
ら
の
職
に
あ
っ
た
者
に
対
し
、
そ
の
職
務
の
遂
行
に
よ

り
生
じ
た
心
理
的
な
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
最
高
裁
判
所
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
適
切
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

 

第
百
八
条
第
一
項
中
「
六
月
以
下
の
懲
役
又
は
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
秘
密
（
評
議
の
秘
密
を
除
く
。
）
を
」

を
「
人
の
秘
密
を
正
当
な
理
由
が
な
く
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
若
し
く
は
」
を
「
又
は
」
に
、
「
又
は
そ
の
多
少
の
数

を
」
を
「
（
裁
判
員
の
職
に
あ
っ
た
者
に
つ
い
て
は
、
自
己
の
意
見
を
除
く
。
）
を
正
当
な
理
由
が
な
く
」
に
改
め
、
同
項
第

三
号
中
「
除
く
。
）
を
」
の
下
に
「
正
当
な
理
由
が
な
く
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
前
三
項
」
を

「
前
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
五
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
六
項
を
削
り
、
同
条
第
七
項

を
同
条
第
五
項
と
す
る
。 

 

本
則
を
第
一
条
と
し
、
本
則
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

第
二
条 

裁
判
員
の
参
加
す
る
刑
事
裁
判
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

目
次
中
「
・
第
六
十
五
条
」
を
「
―
第
六
十
五
条
の
二
」
に
改
め
る
。 



 

  
 

四

 

第
二
条
第
一
項
中
「
次
条
」
を
「
第
三
条
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
禁
錮こ

」
を
「
禁
錮
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
一

号
を
加
え
る
。 

 

三 
次
条
第
一
項
の
決
定
が
あ
っ
た
事
件 

 

第
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 

（
裁
判
員
の
参
加
す
る
合
議
体
で
取
り
扱
う
決
定
） 

第
二
条
の
二 

地
方
裁
判
所
は
、
前
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
該
当
す
る
事
件
以
外
の
事
件
で
あ
っ
て
、
公
訴
事
実

又
は
法
律
上
犯
罪
の
成
立
を
妨
げ
る
理
由
若
し
く
は
刑
の
加
重
減
免
の
理
由
と
な
る
事
実
（
以
下
「
公
訴
事
実
等
」
と
い

う
。
）
に
争
い
が
あ
る
と
認
め
る
も
の
に
つ
い
て
、
最
高
裁
判
所
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
被
告
人
か
ら
請
求
が
あ

っ
た
と
き
は
、
当
該
事
件
を
裁
判
員
の
参
加
す
る
合
議
体
で
取
り
扱
う
決
定
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

簡
易
裁
判
所
に
係
属
し
て
い
る
事
件
で
あ
っ
て
、
公
訴
事
実
等
に
争
い
が
あ
る
こ
と
及
び
裁
判
員
の
参
加
す
る
合
議
体

で
取
り
扱
う
こ
と
に
つ
い
て
最
高
裁
判
所
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
被
告
人
か
ら
申
出
が
あ
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

裁
判
所
法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
地
方
裁
判
所
が
第
一
審
の
裁
判
権
を
有
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
簡
易
裁
判
所
は
、
決
定
で
、
当
該
申
出
が
あ
っ
た
事
件
を
管
轄
地
方
裁
判
所
に
移
送
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 



  
 

五

３ 

第
一
項
の
請
求
及
び
前
項
の
申
出
は
、
第
一
回
の
公
判
期
日
前
に
お
い
て
裁
判
所
が
最
高
裁
判
所
規
則
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
指
定
す
る
日
ま
で
の
間
（
公
判
前
整
理
手
続
に
付
さ
れ
て
い
る
事
件
に
あ
っ
て
は
、
当
該
公
判
前
整
理
手
続
が

終
わ
る
ま
で
の
間
）
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

刑
事
訴
訟
法
第
四
十
四
条
第
一
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
決
定
及
び
同
項
の
請
求
を
却
下
す
る
決
定
に
つ
い
て
準
用
す

る
。 

５ 

第
一
項
の
決
定
又
は
同
項
の
請
求
を
却
下
す
る
決
定
に
対
し
て
は
、
即
時
抗
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
は
、
即
時
抗
告
に
関
す
る
刑
事
訴
訟
法
の
規
定
を
準
用
す
る
。 

 

第
三
条
第
一
項
中
「
前
条
第
一
項
各
号
」
を
「
第
二
条
第
一
項
各
号
」
に
、
「
畏い

怖
し
」
を
「
畏
怖
し
」
に
改
め
、
同
条

第
二
項
た
だ
し
書
中
「
前
条
第
一
項
各
号
」
を
「
第
二
条
第
一
項
各
号
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
前
条
第
一
項
」
を
「
第

二
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。 

 

第
三
章
第
二
節
中
第
六
十
五
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 

（
簡
易
公
判
手
続
等
の
除
外
） 

第
六
十
五
条
の
二 

第
二
条
第
一
項
の
合
議
体
で
取
り
扱
わ
れ
る
事
件
に
つ
い
て
は
、
簡
易
公
判
手
続
若
し
く
は
即
決
裁
判



 

  
 

六

手
続
に
よ
る
こ
と
又
は
略
式
命
令
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

 

附
則
第
一
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。 

 

た
だ
し
、
第
二
条
並
び
に
附
則
第
五
項
及
び
第
六
項
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に

お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

附
則
第
二
項
の
見
出
し
を
削
り
、
同
項
の
前
に
見
出
し
と
し
て
「
（
第
一
条
の
規
定
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置
）
」
を
付
し
、

同
項
中
「
こ
の
法
律
に
」
を
「
第
一
条
の
規
定
に
」
に
改
め
、
附
則
に
次
の
五
項
を
加
え
る
。 

３ 

第
一
条
の
規
定
の
施
行
の
際
現
に
係
属
し
て
い
る
事
件
の
評
決
に
つ
い
て
は
、
新
法
第
六
十
七
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

４ 

第
一
条
の
規
定
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

 

（
第
二
条
の
規
定
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置
） 

５ 

第
二
条
の
規
定
の
施
行
の
際
現
に
係
属
し
て
い
る
事
件
に
つ
い
て
は
、
同
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
裁
判
員
の
参
加
す

る
刑
事
裁
判
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
一
項
（
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
二
条
の
二
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。

第
二
条
の
規
定
の
施
行
前
判
決
が
確
定
し
た
事
件
で
あ
っ
て
同
条
の
規
定
の
施
行
後
再
審
開
始
の
決
定
が
確
定
し
た
も
の
に



  
 

七

つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。 

 

（
検
討
） 

６ 

政
府
は
、
第
二
条
の
規
定
の
施
行
後
三
年
を
経
過
し
た
場
合
に
お
い
て
、
同
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
裁
判
員
の
参
加

す
る
刑
事
裁
判
に
関
す
る
法
律
の
施
行
の
状
況
等
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に

基
づ
い
て
、
裁
判
員
の
参
加
す
る
裁
判
の
制
度
が
我
が
国
の
司
法
制
度
の
基
盤
と
し
て
よ
り
重
要
な
役
割
を
果
た
す
も
の
と

な
る
よ
う
、
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
法
制
上
の
措
置
等
） 

７ 

国
は
、
裁
判
員
の
参
加
す
る
刑
事
裁
判
の
制
度
に
お
い
て
、
裁
判
員
の
負
担
が
過
重
な
も
の
と
な
ら
な
い
よ
う
に
し
つ
つ
、

裁
判
員
が
そ
の
職
責
を
十
分
に
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
審
理
を
迅
速
で
分
か
り
や
す
い
も
の
と
す
る
た
め
に
、
刑
事

訴
訟
手
続
の
一
層
の
充
実
及
び
迅
速
化
を
図
る
こ
と
が
緊
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
速
や
か
に
、

検
察
官
が
保
管
す
る
全
て
の
証
拠
の
開
示
を
義
務
付
け
る
制
度
並
び
に
被
疑
者
の
取
調
べ
の
状
況
等
の
録
画
及
び
録
音
を
義

務
付
け
る
と
と
も
に
そ
の
取
調
べ
の
際
に
弁
護
人
の
立
会
い
を
認
め
る
制
度
を
導
入
す
る
た
め
、
必
要
な
法
制
上
の
措
置
そ

の
他
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 





  
 

九

 
 

 

本
修
正
の
結
果
必
要
と
す
る
経
費 

 

本
修
正
の
結
果
必
要
と
す
る
経
費
は
、
初
年
度
及
び
次
年
度
そ
れ
ぞ
れ
約
八
十
億
円
、
平
年
度
約
百
二
十
億
円
の
見
込
み
で

あ
る
。 

  


